
月次運用レポート

2019年2月28日現在

インベスコ　世界厳選株式オープン
<為替ヘッジあり>（毎月決算型）／<為替ヘッジなし>（毎月決算型）
【愛称：世界のベスト】  追加型投信／内外／株式

商品概要 設定日 1999年1月7日 信託期間 無期限 決算日 毎月23日 （休業日の場合は翌営業日）

設定・運用： [商 号 等]インベスコ・アセット・マネジメント株式会社
金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第306号

[加入協会]一般社団法人投資信託協会、一般社団法人日本投資顧問業協会
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当資料ご利用の際は、最終頁の「ご留意いただきたい事項」をお読みください。

お申し込みの際は、必ず「投資信託説明書（交付目論見書）」をご覧ください。

運用実績 ＜為替ヘッジあり＞ 【過去の運用実績は、将来の運用成果を保証するものではありません。】

■ 基準価額の推移

基準価額（円) 基準価額（課税前分配金再投資）（円）
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※基準価額は信託報酬（後述の「ファンドの費用」参照）控除後のものです。
※ベンチマーク（ＭＳＣＩﾜｰﾙﾄﾞ･ｲﾝﾃﾞｯｸｽ(円ﾍｯｼﾞ指数)）は当ファンド設定当初月末のみの発表であったた
め、グラフには記載していません。

■ 騰落率（課税前分配金再投資ベース）

１ヵ月 ３ヵ月 ６ヵ月 １年 ３年 ５年
設定来
月次

設定来

ファンド 3.81% 2.10% -4.45% -4.30% 23.38% 23.79% 68.32% 63.67%

ベンチマーク 3.97% 2.15% -4.41% -1.51% 29.84% 29.69% 25.06% -

■ 基準価額と純資産総額

純資産総額 1,809(百万円)

基準価額 12,350円

前月末比 +415円

■ １万口当たり分配実績（課税前）

分配金

第1期～57期 計 3,390円

第58期 (2018.10.23) 40円

第59期 (2018.11.26) 40円

第60期 (2018.12.25) 40円

第61期 (2019.1.23) 40円

第62期 (2019.2.25) 40円

設定来累計 3,590円
※分配金は投資信託説明書（交付目論見書）
記載の「分配方針」に基づいて委託会社が決
定しますが、委託会社の判断等により分配を
行わない場合もあります。

■ ヘッジ比率
ヘッジ比率 95.1%

※基準価額の騰落率は、課税前分配金を再投資したと仮定した数値を用いています。
※ベンチマーク（ＭＳＣＩﾜｰﾙﾄﾞ･ｲﾝﾃﾞｯｸｽ(円ﾍｯｼﾞ指数)）は当ファンド設定当初月末のみの発表であったため、
設定来のリターンは記載していません。

運用実績 ＜為替ヘッジなし＞ 【過去の運用実績は、将来の運用成果を保証するものではありません。】

■ 基準価額の推移

基準価額（円) 基準価額（課税前分配金再投資）（円） ベンチマーク
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※基準価額は信託報酬（後述の「ファンドの費用」参照）控除後のものです。
※ベンチマーク（ＭＳＣＩﾜｰﾙﾄﾞ･ｲﾝﾃﾞｯｸｽ(円換算指数)）は、基準日前営業日の数値を元に、基準日当日の
米ドル為替レート（対顧客電信売買相場の仲値）を乗じ、ファンドの設定日の基準価額を同値として指数
化しています。

■ 騰落率（課税前分配金再投資ベース）

１ヵ月 ３ヵ月 ６ヵ月 １年 ３年 ５年
設定来
月次

設定来

ファンド 5.49% 0.89% -4.69% -4.05% 23.01% 22.78% 109.86% 109.08%

ベンチマーク 5.86% 0.46% -4.26% 0.92% 31.33% 36.38% 71.15% 71.94%

※基準価額の騰落率は、課税前分配金を再投資したと仮定した数値を用いています。

■ 基準価額と純資産総額

純資産総額 15,974(百万円)

基準価額 12,761円

前月末比 +520円

■ １万口当たり分配実績（課税前）

分配金

第1期～57期 計 6,100円

第58期 (2018.10.23) 150円

第59期 (2018.11.26) 150円

第60期 (2018.12.25) 150円

第61期 (2019.1.23) 150円

第62期 (2019.2.25) 150円

設定来累計 6,850円
※分配金は投資信託説明書（交付目論見書）
記載の「分配方針」に基づいて委託会社が決
定しますが、委託会社の判断等により分配を
行わない場合もあります。
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ポートフォリオの状況
【当ファンドは、ファミリーファンド方式により運用を行っており、マザーファンドのポートフォリオの状況を記載しています。】

■ 資産配分

純資産比

外国株式 94.4%

国内株式 3.6%

現金等 2.0%

銘柄数 46

※株式には、投資信託証券などが含まれています。

■ 組入上位５カ国

国名 純資産比

1 アメリカ 34.9%

2 イギリス 17.3%

3 フランス 10.1%

4 スイス 7.2%

5 オランダ 6.9%

※国名は、発行体の国籍（所在国）などで区分しています。

■ 組入上位５通貨

通貨名 純資産比

1 米ドル 34.9%

2 ユーロ 28.7%

3 英ポンド 17.3%

4 スイスフラン 7.2%

5 日本円 3.6%

■ 組入上位５業種

業種 純資産比

1 金融 25.2%

2 エネルギー 17.1%

3 ヘルスケア 12.7%

4 資本財・サービス 11.4%

5 一般消費財・サービス 8.5%

※業種はGICS（世界産業分類基準）に準じています。

■ 組入上位10銘柄

銘柄名 国名 業種 純資産比

1 ﾛｲﾔﾙ･ﾀﾞｯﾁ･ｼｪﾙ A オランダ エネルギー 3.5%

2 ｼｪﾌﾞﾛﾝ アメリカ エネルギー 3.5%

3 ｵﾗﾝｼﾞｭ フランス 電気通信サービス 3.3%

4 BP イギリス エネルギー 3.2%

5 ﾛｼｭ･ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ スイス 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス 3.0%

6 ﾄﾀﾙ フランス エネルギー 2.9%

7 ﾉﾊﾞﾙﾃｨｽ スイス 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス 2.8%

8 ﾕﾅｲﾃｯﾄﾞ･ﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ アメリカ 資本財 2.7%

9 ﾌｧｲｻﾞｰ アメリカ 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス 2.7%

10 ﾛｰﾙｽ･ﾛｲｽ･ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ イギリス 資本財 2.3%

※国名は、発行体の国籍（所在国）などで区分しています。
※業種はGICS（世界産業分類基準）に準じています。

当資料ご利用の際は、最終頁の「ご留意いただきたい事項」をお読みください。

お申し込みの際は、必ず「投資信託説明書（交付目論見書）」をご覧ください。
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ファンドマネージャーのコメント

■ 運用環境

① 米国
２月の米国株式市場は上昇しました。①米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）による年内の資産縮小終了への観測が高まったこと、②共和・民主両党
による国境警備予算案の合意、③米中貿易協議における両国の合意へ期待が高まったこと、などを背景に、株式市場は上昇しました。また、一部
の好調な企業決算や原油価格の上昇なども支援材料となりました。
このような投資環境下、各指数の月間騰落率はＮＹダウ工業株30種平均指数が+3.67%、Ｓ＆Ｐ500種指数が+2.97%、ナスダック総合指数が+3.44%と
なりました。
② 欧州
２月の欧州主要株式市場は上昇しました。欧州委員会によるユーロ圏の成長見通しの引き下げや域内経済指標の鈍化などの悪材料も見られたもの
の、米中貿易協議進展への期待感や良好な企業決算内容などから、株式市場は上昇しました。また、欧州中央銀行（ＥＣＢ）により域内の銀行へ
の追加支援策の検討も示されました。英国では、欧州連合（ＥＵ）からの「合意無き離脱」のリスクが後退したことや、堅調な原油価格が好感さ
れ、株式市場は上昇しました。
このような投資環境下、各指数の月間騰落率は英国ＦＴＳＥ100指数が+1.52%、ドイツＤＡＸ指数が+3.07%、フランスＣＡＣ指数が+4.96%となりま
した。
③ アジア
２月のアジア主要株式市場は上昇しました。香港市場は、中国の物価指数の伸び率鈍化が嫌気されたことから下落する局面がありましたが、米中
関係の改善や中国の景気刺激策への期待により、株式市場は上昇しました。シンガポール市場は、市場予想を下回るＧＤＰ統計から弱含む局面が
ありましたが、米中貿易問題の落ち着きを背景に投資家心理が改善したことや一部の堅調な企業決算内容から、株式市場は上昇しました。オース
トラリア市場は、国内の雇用統計が堅調であったことや、金融機関の不正調査を踏まえた最終提言が予想ほど業界に厳しくなかったことなどから、
株式市場は上昇する展開となりました。また、資源価格の上昇も支援材料となりました。
このような投資環境下、各指数の月間騰落率は香港ハンセン指数が+2.47%、シンガポールＳＴ指数が+0.71%、オーストラリア全普通株指数が
+5.31%となりました。
④ 日本
２月の日本株式市場は上昇しました。米中貿易摩擦への懸念が和らいだことに加え、米国の金融政策で量的引き締めを年内で終了する方針が明ら
かになったことから投資家心理が改善し、世界的に株高となりました。業種別では、精密機器や情報・通信業が上昇をけん引した一方、主力株が
下方修正を発表した石油・石炭製品が７％近い下落となりました。
このような投資状況下、各指数の月間騰落率はＴＯＰＩＸが+2.56％、日経平均株価が+2.94％、ＪＡＳＤＡＱ　ＩＮＤＥＸが+4.75％、東証マザー
ズ指数が+2.26％、ラッセル野村小型インデックス（配当込み）が+3.79％となりました。

■ 今後の投資方針（作成日現在のものであり、市場環境の変動などにより変更される場合があります。）

当ファンドでは、経営陣の質、ビジネスの構造的優位性、財務健全性などの観点で魅力的な個別企業に注目しています。セクター配分はあくまで
個別銘柄選択の結果ですが、主にエネルギー、金融をオーバーウェイト、情報技術、コミュニケーション・サービスをアンダーウェイトとしてい
ます。今後も従来通りのボトムアップ・アプローチにより、キャッシュフロー創出力や配当成長率が高く、質の高い経営がなされ、長期的視点か
ら見たバリュエーションが魅力的な企業へ投資をしていきます。

当資料ご利用の際は、最終頁の「ご留意いただきたい事項」をお読みください。

お申し込みの際は、必ず「投資信託説明書（交付目論見書）」をご覧ください。
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